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テレビで放映! 真光寺公園の池の生物調査 

約数千匹はいたでしょうか（テレビでは１万匹と

表示）。3 時過ぎ採取は終了しました。駆除を依

頼した市民からのもっと大きなカミツキガメが

いるはずの声に、今後見つけたら番組まで知らせ

て、また捕獲しましょうと約束していました。ま

たこの池は周りから雨水がしみこむだけで、生き

物はほとんど人間が放したものとのことでした。 

 取した主な生き物は、法律で禁止されてい 

る特定外来生物のカミツキガメ・アリゲー

ターガーやブルーギル、緊急対策外来種のミシシ

ッピーアカミミガメ（通称ミドリガメ）やアメリ

カザリガニ、侵略的外来種（国際自然保護連合で

市長の紹介があり、ゲスト出演したサッカ-元日本

代表の前園真聖さんが「カミツキガメを絶対確保

するぞ、エーイ！」と気勢をあげスタートしまし

た。タレントや市長や外来種ハンターの加藤静岡

大講師らがカメラの前で生き物を捕獲し、その他

のメンバーは捕獲した生き物を池の周囲に設置し

た水槽まで運搬する係、それを受取って分類・保

管する係に分かれて作業をしました。 

スタートして１０分ぐらいで早々に甲長 40 ㎝

のカミツキガメを捕獲、歓声が上がりました。 

また珍しいワニに似たアリゲーターガーもいま 

した。多かったのはブルーギルで、稚魚を中心に

月 26 日夜、テレビ東京の番組「緊急ＳＯ 

Ｓ！池の水ぜんぶ抜く大作戦」で、この池

の生物調査の様子が放映されました。 

池は、町田市の説明では、平成 16 年に真光寺

地区の区画整理事業として作られ、底がコンクリ

ートの人工池で、真光寺川の源流の一つです。 

この池が取上げられたのは、近隣住民から危険

なカミツキガメが住んでいるので退治してほしい

と番組宛てに応募があり、採用されたとのこと。 

当会には番組制作会社から参加の打診があり、6

月 25 日の現地撮影・収録に参加しました。  

影は、2 時過ぎから池の管理者の石阪町田 
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指定）のコイなどほとんどが外来種。在来種はモ

ツゴ、ヨシノボリの 2 種・86 匹だけで、「この池

は外来種の巣窟だ」と話すスタッフもいました。

池に戻されたのも在来種だけでした。 

    回参加してこの池に外来種がいかに多いか 

驚きました。真光寺川の本流にも外来種が

すんでいて、昔いた多くの在来種がいなくなった

り、少なくなっています。最後まで飼えない生き

物は決して飼わない、また飼えなくなっても川や

池などに絶対放さないでほしい。真光寺川を在来

種が多く、多様な生き物達がすめる川にしたいと

改めて思いました。（文：黒田健夫、三沢悦也） 
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体長９０㎝のアリゲーターガー

ありげーたーがー 
水が抜かれたヘドロの池、 どう猛なカミツキガメと加藤講師 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%A0%E8%97%A4%E8%8B%B1%E6%98%8E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%99%E5%B2%A1%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%99%E5%B2%A1%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AC%9B%E5%B8%AB
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7月の清掃報告 

12 日の清掃日は、1・2 月の定例の冬季休

みに続き、3 月以降のコロナ禍や雨による中

止のため、７ｹ月ぶりの清掃となりました。  

この日は長梅雨の短い晴れ間でしたが、

12 名が参加し、11 袋のゴミと電気ストーブや

ノートパソコン、7 本もの傘を回収しました。

久しぶりの清掃で、大量のゴミを覚悟してい

ましたが、雨のおかげで水に流されたのか意

外と少なかったと参加者の声でした。 

この日も集合場所の下堰親水広場で真光

寺川にすむ魚のミニ水族館を展示しました。

婚姻色のオイカワも泳いでいて、市民を楽し

ませていました。 

 

                              単位：円 

今期収入 今期支出 

寄付金 37,548 川まつり関係費 27,397 

補助金 37,219 機関紙発行費 23,874 

    ホームページ維持費 22,680 

    水質浄化剤（ＥＭ菌） 1,200 

    雑費 955 

    広報掲示物 330 

収入計 74,767 支出計 76,436 

前期繰越金 160,465  次期繰越金 158,796 

 ご寄付や補助金を賜り有り難うございます。なお令和 2 

年３月末の会員数は、真光寺川を清流にする会が 35 

名、里親の会会員が 63名、合計 98名です。 

☆真光寺川を清流にする会 代表：山本隆治    

事務局：黒田 TEL/FAX:042-708-4269   

（お問合せは黒田までお寄せください）                    

☆真光寺川を清流にする会のＨＰ  

http://www.shinkojigawa.com/ 

e-mail: kawasemi@shinkojigawa.com 

 

９月・１０月の清掃（クリーン作戦）の予定 

☆9月 13日（日）、10月１１日（日） 

☆集合：9：30 下堰親水場 

(能ｹ谷４丁目、魁力屋ラーメン店裏) 

☆持物：軍手。その他ごみ袋、火ばさみや 

長靴など一部用意があります。 

☆解散予定 １１:00  

どなたでも参加できます。 

ご一緒に川をきれいにしませんか。 

 

 

 

 

 

 

真光寺川を清流にする会の 

２０１９年度会計報告 

カルガモの親子 

真光寺川では毎年春、カルガモの親子が

泳いでいます。今年は野田会員が、10匹の

雛を引き連れて泳い 

でいる写真を送ってくれ 

ました。今年もかわいい 

姿を見せてくれました。 

撮影して１ヶ月が過ぎ 

ました。約２ヶ月で成鳥となり、巣立ちを迎え

ます。もし見かけましたら、みんな元気で成

長するよう見守って下さい。 

 新矢崎橋付近で  

 

 

① 例年７月開催の真光寺川まつりは新型コ

ロナウイルス感染防止のため中止としま

した。 

② 真光寺川通信４月号は、コロナ禍により

市民センターが休館し印刷ができないた

め、メール配信とホームページへの掲載

のみを行いました。 

③ 真光寺川通信６月号も印刷できないこ

と、急ぎの記事のないことから休刊と致し

ました 

 

お知らせ 
 

http://www.shinkojigawa.com/
mailto:kawasemi@shinkojigawa.com

